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造格の機能といわゆる叙述の造格について1
1．序　言
§1　ロシア文法でいう「造格」はTBOPHTe恥HH嫉HaAe凪の直訳であり、一般には「具
格」instrumentalisと呼ばれている。
　この造格の使用は極めて多岐にわたっているが、最も基本的な意義は、道具を示すもの
であるとされている。しかしこの意義を基本的なものとすれば、この格の有する他の諸機
能を必ずしも十分に説明することができない場合が生じる。ここから道具を示すという機
能そのものが、より基本的なものから派生した二次的な機能であると考え、この基本的な
機能をとりあえず次のように想定した。即ち作業仮説である。
造格は名詞によって示される対象について、その機能乃至は「はたらき」を表
示することをもって、自らの機能とする形式である。
§2　いまある具象名詞を考えてみる．これは言語外現実の中のある対象を指示するが、
この対象は「自然に」存在していることもあり、また一定の目的をもって人為的に作られ
たものである可能性もある。後者の場合のみならず前者においても、これらの対象は潜在
的に色々なrはたらき」をする可能性をもつ。
　上述の仮説は、造格を対象そのものではなく、この対象の有する「はたらき」を指示す
る形式であると考える。しかもその際その「はたらき」の内容乃至質についての一切の制
約はないと考えるのである。
　もしこの対象が一定の目的をもって人為的に作られたものであるならば、その主要な機
能はおのずから定まっている。したがってこの場合には造格がこの主要な機能を指示する
蓋然性は極めて高いと考えられるが、逆にその他の、潜在的に可能な「はたらき」を排除
するものでは必ずしもない。
II．造格の諸機能と基本的意義
§3　　上述したことから明らかなように、造格の使用は名詞が指示する対象の性質に深く
関わっていることになる。これは更に対象の言語的命名の仕方そのものにも、深くかか
わっていると、いうことができる。
　たとえばKapaH八a田「鉛筆」という語を考えてみる。これは材質としては木材、黒鉛、
粘土等から成り立っているが、全体として一定の用に供せられるものとして作られ、かつ命
1『人文』第28集昭和57（1982）年3月　91－116頁。
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名されている。このように主要な用途が予じめ定まっているものについては、「はたらき」
の指示は道具を示すことになり易いといえる。たとえばHHcaTb　KapaHAa皿OM，HepOM
「鉛筆、筆で書く」のような場合である。
　しかしこれはあくまでも蓋然性の問題にすぎない。同じKapaHAa皿の造格が、たとえ
ばTOπKHyTb　KorO　KapaE双a皿OM　r人を鉛筆で突く」のように、別の可能な「はたらき」
を指すことも、また可能だからである。
　自然に存在するものについては、その有する諸機能の間に主要なものと副次的なものと
の区別はない。しかし具象物の場合にはたとえば6HTb　KorO　KaM且eM　r石をもて人を打
っ」のように、道具の意義をもつことが多い。
　このように道具の意義は、仮説から直接に導くことができる。古代ロシア語において最
も広く用いられたのも、またこの意義であった。たとえば、
1）ωKαNhN闘酬εBC◇BαC超＾◇潔酬聯BC叩IC宝K甲ε給r◇CαE齢MH”
　M壬V”’”ム◇”』d”ρOVb．（πB刀「」L12406．6683（1175））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　rところで呪われたる者共はみな、寝所に押入り、彼（アンドレイ）をサーベルや剣で
　切り（殺し）、立去った。」
§4　　動物をあらわす名詞も、造格が道具の意味をもって使用されることがある。これは
その動物の人問に対する役割と関係している。
2）roπocoM　nもTb，a　KoHeM』BoeBaTb．（HocJloBH双a）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「うたうのは声によってであるが、戦うのは馬によってだ。」
　人をあらわす名詞でも、その名詞の指す人物よりも何等かの意味で上位にある者に対し
て、造格に立って道具の意味に用いられることがある。たとえば、
3）（T）H　TH凪e　Bce　coy八HTbπocJloyxH　cBo60AHHM皿，　（Pgcc，珈・）
　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　rそれらの裁判はすべて、自由な証人達によって裁かれる。」
4）MEora凪eマK）πeca　HoKa3a6L　Ha　MちcTちToML磁Ma　cBo班Ma　cTpcπ耳eMa．
　　（》皿β，u丑）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「神はその場所で、聖なるおのれの（二人の）殉教者によって、多くの奇跡を行いたも
　うた。」
§5
ろう。
人を指す名詞が造格に立つ場合最も自然なのは、この格が行為者を表わすときであ
しかし古代語における被動表現についてみれば、行為者をあらわすのに専らこの格
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のみが用いられるということはなかった。OTL＋生格による句もこれと同程度の頻度を
もって用いられているのである。
　OT』＋生格の構文は、本来行為の起源をあらわすものであったと考えられ、即物的な
造格よりも、むしろ好まれていたと思われるが、漸次その使用が減少し、やがて現代語に
みられるように、完全に造格によって駆逐されるに至る。
　造格使用の例としてはたとえば、
5）H6壬》JIK，6HM　BoP∬cT・ML　Haqe　MepbL　　（0καa　o石1．％Tl　llr－12翫）
　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「しかして彼はボリスによって溺愛されていた。」2
　　　　　令6）BろAT』E監IKL職ρゆρHk◇M』．Hω＾r◇B”VH闘8㈱”◇＾◇Bε弓hCK◇隠εM
　△豆塾≧．　　（1ZBπ、π、14106．6711（1203））
　　　　　　ヤ　　　ヤ　　ヤ　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　ヤ　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「キエフはリューリック、オレグの子等、およびポロヴェツの全土によって占領され
　た。」3
§6　抽象名詞の場合、造格は通常手段を示すとされるが、これも仮説から直接導くこと
ができる。たとえば、
7）”NεA◇塩X＆B田εMCT”C＾αB”YH”OBεやr◇田4CT△r』Hn◇曲r◇田凸，r◇一
　”HM闘r聾唱BOMb　E》K』HM睦凹CT◇壬6『闘．　（刀四ππ。1276684（1176））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　rしかしてムスチスラフは到着できずに旗を倒し、神と聖母の怒りに追われて逃亡し
　た。」4
　　　　　　　　？8）εr◇濫陥1舵XLEπ』1闘Y＾BKAゆE∈｝hC＾◇B◇M』翻叩監肌（κ丁翼・36）
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　r彼をキリストはいま、ことばによって癒されたのである。」5
§7　古代ロシア語においては、身体の部分をあらわす名詞も、造格に立って手段をあら
わすことがあった。これも名詞の指示する対象の可能な機能をあらわすという意味で、作
業仮説から逸脱するものではない。
9）　・4甲をA睦翻εB宝ργ陰丁ε・AαOyろρ”TεCB◇”M凸◇Y”Mα・　（πBππ・4406・
　6505（997））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　「もし貴方がたが信じないのなら、自分のふたつの眼でみるがよい。」6。
　2AH　CCCP　Opαθ擁肌θ謁酬o唱cmo郷％εcκ憾c雛m傭c瓢cθoo7πo脇oc孤θ朋cκ雛∬3況κoθ。￥駕”め忍
πpe∂Aoっ紀e｝‘u靖M．1968，P。259．
　30p．c琵．，pp．256－260．
　40p．cfむ．7p．229．
　5fbfd．
　6・P．c動．，P．230．
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10）しBHA宝B旺n◇A◇BりL田◇曲r◇田酬N醐闇◇NHX日◇rNα田α，ωBLlc宅一
　　K8甲∈，ωB』1∈M卜＾ゆ甲ε，”酷田α”X㌔ρ8kαM”n。＾T◇ρ五IT監ICA鴨，α・P◇一
　　YHHHろEH田α・（皿3ππ・121・6・6677（1169））
　　「これをみてポロフッィは逃げ、我軍は彼等を追った。ある者は斬り、ある者はとら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤえた。こうして我軍は彼等の1500人を手で捕え、残りの者は殺したのである。」7
11）TaHe　BL3LpもBL　KL　HHML　oyMH」leHLML　Ma，cT》ML込H3M』」1KL皿bMb　rpbTa－
　　HLMLpeqe。（0κα3、β．u1㌃，14r）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ「そこで彼は彼等の方に目を挙げ、感動した声としわがれた喉で、言った。j8
§8　原因を示す造格として分類されているものの中にも、rはたらき」を表わすと解さ
れるものが多い。たとえば、
12）丁囎◇B躍C膨ゆωTB◇ρH皿αムB∈ρHqρkBHNLl闘B”A舳αωBLl
　　ωr彫Ck◇NYαB田d．　（皿辺π。1616745（1237））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rタタール人達はカで教会の扉を開き、ある人々が火によって生命を終えたのを見
　　た。」9
　　令　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉・3）EArBN膿H豆螺◇T。E◇ゆ“ρ◇HA◇X◇CKB。ろ宝ωr醒』HB◇ム8．（朋π
　　π．1206677（1169））
　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　r神よ汝は祝福されてあれ。汝のゆえに我等火と水を通り抜けしが為なり。」10
・4）票HM隅αCT8”＾ε”hεMhH而B◇ゆρ◇AHTε＾』CB◇HX㌔・CX醐㌔
　　ELIE弩PA梱・（皿班加11・6・6660（1152））
　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　ヤ　　rところで神の加護とおのが両親の祈りによって、彼は蒜なく護られたのであった。」11
§9　以上の例は何れもr外的原因」をあらわすとされているものである12。その内部で
例12）は物理的な対象乃至現象をあらわすものに属せしめられ、例13）は「行為の実現
を助ける生ける対象」をあらわすものとして分類されている。例14）は「行為を惹起する
外的条件」をあらわすとされるものである。
70P．c琵．，P．230。
80p．c琵．，pp．229－230．
90P．c琵．，P．252．
10fbfd．
11fbfd。
12fbfd．
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　例文から明らかなように、これらの造格も「はたらき」をあらわすと解することができ
る。「原因』の意義は、文脈の中におけるこれらの「はたらき」の解釈の結果生じるもの
であると考えるのである。
　同様にして行為主体の内部に生起する、生理的あるいは心理的過程をあらわす名詞の造
格によって示されるところの、いわゆるr内的原因」13も、これらの過程のもつ「はたら
き」の結果として説明することができる。たとえば、
・5）＾Ll＄A』哩NεM◇r。田dB◇AN◇五18糊をLl8．（朋ππ・37・6．6496（988））
　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「人々は水の渇きによってカを失った。」14
　　　　　　　　　　研　　　研16）αMLI開ろ彫M◇rα陰rA4A◇・　（刀IB刀几9106・6605（1097））
　　rところで我々は飢によってカを失うのである。」15
§10　次の例はr外的原因」をあらわすとされるものであるが、これも過程の有する「は
たらき」を表わすものと解される。
17）K6P闘恥Ho田c』H販Mbc㌔cTaB皿B』1班B』cerAa∬oco6HeMb60闘eMbH
　　HocHLmeHHeML面mHo6加HBLle五HKo6paEHcLcT肥班1（σ駕α乱・β．勉Z
　　πユ56－B）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「しかして多くの戦いを彼となしたが、戦いをする度に、神の助けと両聖人の配慮に
　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　よって、常に勝利したのである。」16
　r外的原因」をあらわす造格は、やがてOTL，皿3－3a，HO，6πarOAaPHなどの前置詞
の導く句によって代替されて行く。これは言語の論理化に伴い、文脈による解釈にすぎな
かった「原因』の意義が、次第に形式化を蒙った結果であると想像される。
§11　この外「強調の造格j　TBopHTeπbRu量ycuπeHHHあるいは「同族的造格j　TBopH．
Te∬LHH最TaBTO∬omueCKH猛といわれるもの17も、名詞の指示する対象の「はたらき」
を指示するものとして、説明することができる。
18）y職eHa鵬cBoHx％M瑚Hx』πaA』HHM皿c澁即cMHcπHTH，HHπyMo珀cπy－
　　MaTH，Hn　oqHMa　cLrJIHπaT薫1．　（0／L　oππa　c．20）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rもはや我々には、自分達の愛しい夫を心によっても考えられず、思いによっても思
　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　われず、眼によってもみることができぬ。」18
130p．cfむ．，p．251．
14fbfd，
15fbfd．
160p．ojむ．，p．252．
170P．cfむ．，P．246．
180p，（：髭．，p，242．
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・9）T◇T』B◇rρ宝c宝X』，AαE＄A∈T』闘8MρεThろ＾◇めc岬丁下ゆ（伽、β⑳
　　1357r。cf　Cpe3HeBcKHセ匠）
　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rその者は罪のうちに、悪しき死をもって死するであろう。」
　例19）の同族的造格は、過程のもつ「はたらき」の指示として説明できる。事実この種
の造格には、過程を示すものが多い。たとえばCHaTb　KpeHKHM　CHOM「ぐっすり眠る」、
pa八oBaTbcH　coKo麸Ho王o　paπocTHo「穏やかな喜びを味わう」、猟皿Tb　HoπHo殻承H3Hb田
r満ち足りた生涯を送る」、yMHpaTLπHx磁CMePTbm　r不幸な死を逐げる」などがこれ
に属する。
§12　ロシア文法では、いわゆる「転化の造格」TBopHTeπbHH逝npeBpa田eRHH、およ
び「比較の造格」TBOPUTeπbHHH　cpaBHeHHHの区別を立てるか否かに就いて、諸家の見
解は一致していない19。それにもかかわらず、両者共名詞によって指示される対象の「は
たらき」を示すことをその原義とすることには、疑いの余地がないように、思われる。
20）y凪e60CyJla　He　TeqeT』cpe6peHHLIMH　cTpyHM斑KL　rpaAy］［lepeHcπa，BJIK），
　　H丑BHHa60∬oToMLTeqeT』oHbIMLrpo3HHML■oπouaHoMLHoALKπHKoM』
　　HoraHHXL．　　（0茜．oππa　c。33）
　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rスーラははや、しろがねの流れをなして、ペレヤスラヴリの城に流れず、ドヴィナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　は、異教の民の叫びのもとなる、恐るべきかのポロツクびとのかたに、沼の如くに
　　流れるが故に。」20
21）CKoq鷲oTT｝EHx』πK｝THML3BLpeM』BL∬π～HoqH．　（0ノ葛．o　I乙πa　c．35）
　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「かれは夜もなかば、猛きけものとなりて（あるいはけものの如く）、彼等のもとよ
　　り奔りぬ。」21
　ここにおいても再びr転化」であるかr比較」であるかは、偏に文脈におけるrはたら
き」の解釈に帰せしめるべき問題であって、造格の機能そのものに関わるものではないと
考えられる。この点に関してポテブニャの所説は、まさに肯繁に当っていると言うことが
できよう22。
　190pαθκu㎜e肋％o一％cη葛op君触εcκu商cu麗7πακc％c．＿，p，2421Φ．H．BycJlaeB，πc7πopu鷲ecκωr2pα漏一
漏α鵬簾αp影cc駕020」r3めるκα，M．1968，pp．471－4721A．A．HoTe6H∬，躍33α脆讐co駕πo　pンccκo愈2pα漏．
漏αη協κe，T．1－2，p．4861A．M。He皿KoBcK壷，Pμccκ威c瓢㎜ακcucθ照写脇o漏ocθ叫e朋％，M．
1956，p，244，
200Pαθ陥m鋤κ・一uc皿・P価％εc鴬舘c襯m㈱c鎚c＿，P．243．
21fbfd．
22Pa3HH題a　Me｝E双y　TBop，∬peBpa皿【eKHH　n　cpaBaeHMH　HerpaMMaTH蔓Ha，T．e．HeΦopMaJlbHa，
a　Be皿ecTBeHHa，a　Mo濃eT6bITb　oHpeAeπeHa　B　K跳AoM　qacTHoM　c源yqaeπ胚nlb　rlpHロoMoH瑚
06皿皿pHoro　Kpyra　MblcJle坑He　cocTaBπ班o皿ero　rpaMMaTHHecKo貴eAHHH耳bl（A．A。HoTe6Hπ，
OP。cfむ，3P．486）、
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　ただここで注意すべきは、このような解釈が、やがて拡張され、造格に立っ名詞の示す
対象の「ありよう」乃至は「存在の仕方」をあらわすようになる契機を、そのうちに蔵し
ていると考えられることである。
§13　名詞が空間あるいは時間をあらわす場合、その指示する空間もしくは時間が行為に
参与するのは，行為の成立の要件としてでなくてはなるまい。時問と空間を排除したとこ
ろに、行為は成立し得ないからである。
　もし行為の成立そのもののうちに、その成立の條件として暗々裡に合意されている時問
と空間を、行為との関連において明示的な形で表示しようとすれば、それはこれらの時間
至空問を、そのrはたらき」の形で提示する以外にはない。
　従ってこの種の造格の使用は、空間乃至時間の行為への参与の仕方が特に顕著であるよ
うな動詞において、最も著るしい形であらわれると推測される。
　まず時問の関与が著るしいと考えられるものとしては、過程又は状態の質を有する動詞
が考えられる。また空間の参与の著るしいと予想されるものには、移動をあらわす動詞が
ある。この両者に共通するものを考えれば、それは運動（移動）の動詞ということになろう。
事実この種の造格を伴う動詞は、大部分が運動（移動）の動詞なのである。
§14　時間をあらわす名詞の造格には、行為によって占有される時間をあらわす場合と、
造格に立っ名詞のあらわす時間の枠内で行為が行われることを表わす場合とがあるとさ
れる。
　しかしこれとても私見の限りでは、文脈による解釈の問題に帰すると考えられる。
22）H　TaKo　HAHH　TpbMH　HeALJ15｛MHπo班Ae　llpe凪epeqeHaaro。　（溺皿　4580∂，πε勉，
　　π．31a）
　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rかくして三週間行き、さきに述べた所に着いた。」23
23）AHle6u　HMもMo珂Ho，To－6H阪acoM7｝HpmMeK涯巧ero，Bpara，
　　c知⊃め．（110θ。・P・c，脚，c．195）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rもし彼等にできることならば、彼等は一刻のうちに、かの敵をここへ連れて来たで
　　あろうに。」24
24）丑a6πH3L凪e　ErHHTa　qepMHoe　Mopel　L3溺TL　Ra’B6P6πlo双ax％里
　　一HHo町bmAoHero。（π郷伽α餌c．118）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「ところでエジプトから紅海は近い。人は駝駝でそこまで一目一夜のうちに行く。」25
230Pαθ％u7πε謁む得o－uoη30pu％εc質賜膏％u％7ηα鴬c秘c．．，p．255，
24fbfd．
25fbfd．
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25）cBmT◇岡◇AKL雁nρ睦AεN◇Y榊BL眠r◇ρ◇A8．（皿3ππ．45・6．7018
　　（1510））
　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ「スヴャトポルクは夜にヴィシェゴロドに到着した。」26
　例文22）～24）は行為によって占有される時間をあらわすとされるものである。これと
例25）とを比較すれば、その意義の相違は文脈に依存する解釈の問題に過ぎぬことが、明
らかとなろう。
§15　次のものは、状態の質を有する動詞に伴われる造格の例である。
26）H∬」ILlxoML旦旦Ma」lo型H　MHHyxoM』ocTpoBL」1HMHocL　H　HpiH八o－
　　xoML　Bo　ocTpoB』xiocL，H　HpHcTaxoM』TyT』，n6HxoML　HeMalπo塑
　　　（17μ3・c襯bしc．63）
　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rかくして我々は少なからぬ日数を航海し、レムノス島を過ぎてキオス島に着いた。
　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　我々はそこで碇泊し、少なからぬ目数を過した。」27
　運動の動詞、空間的移動の動詞以外の過程の質を有するものと共に用いられている例と
しては、たとえば、
27）TH幽H　HoqbK）MyqH皿HcH．　（11鋤c。κ舘P61c。140）
　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「汝は昼も夜も苦しんでいるのではないか。」28
§16　空間をあらわす名詞の造格を伴う動詞も、そのほとんどが運動の動詞である。この
種の造格には，行為が経過する空間をあらわすものと、線條的な運動の行なわれる空問を
あらわす場合があるとされる29。
　前者の例としてはたとえば、
28）a6ie　cKopo　HpiHAe　Bもπo撒HH耳yロecapcKylo，3aTBopeHHHMKコ田epbMH，HKo
　　XPHcToc』Ham』Ko　yqeHHKoM』。　（πuα鞠p61c。149）
　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「突然急に彼は、閉された扉を通って皇帝の寝所に入った。あたかも我等のキリスト
　　が弟子達の許に行くように。」30
29）H　To沁一e　eπiK》rocHoAb　Ha・m㌔IHcycL　XpHcTocL　Bo　aAL　cxoAHπ』Ha
　　BocKpeceHie　MepTBHxT》。　　（11穿肌　∫b2αρ㏄，c．113）
26fbfd、
27jbid．
28 αθκμ㎜ε謁b呪o－uc7ηopu竺εc船u愈α』制肌ακcuc。．g，p．256，
2goP．c琵．，P，2571T。n。」10MTeB，0肥Pκu物o鎚cmop粥εcκo漏穿c脳％mακc払c写P穿cc鴬020∬3配熈夕M・
1956，p．239＆5eq．
300Pαθ％umε轟わκo－ucmop勉驚ecκu官c君％η｝ακcμc．g。，p。257。
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　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　「そしてまさにその裂目を通って、我等の主イエス・キリストは、死者のよみがえり
　のために、地獄へ下りて行って来られたのである。」31
後者の例としてはたとえば、
30）AnoπoBniuEeroToBaMHπoporaMH∬06Lro皿aKL刀loHyBeπHKoMy．　（α尾．
　　0πぬC。9）
　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rところでポロフツィは、道なき道を、大いなるドンを目指して、遁走した。」
31）H皿πH　ecMH　MopeM』双o　Mo皿KaTa10AHH，　（Xo詔c∂以4φ，撫κu鷹）
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rそこで我々は、モシカトまで海路を十目で行った。』
§17　過程の質を有しているが、通常運動の動詞とは扱われていない動詞の用いられてい
る例は、たとえぱ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉32）岬ε＾HE＄ム細〔”8細◇εωρ8A』ε・T◇ωK◇嘩M恥Mα＾五田εC宝A◇6＾一
　　脱．（皿辺π，6206．6082（1074））
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　r必要な用事のあるときには、小さな窓を通して彼は会話を交したものであった。」
33）H∬po　To　oE且o　cKa3a汀丁》EaM玉Ha，Tpiapx』Iepyca，皿耳McKi謎CoφpoH班謎，蔓To
　　TLML　oKHoM7》，no　rocHo刀暉lo∬oBeJIもEiK），B3HTo　TもJlo　Boropo双H取H　H3rpo－
　　6a，H油撒eB・跳BもcTb．（恥肌漏・鷹聯叫・θc．147）
　　rしかしてその窓について、エルサレムの大主教ソフロニウスが、我々にかつて語っ
　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　ドヤ　　　ペ　　　ヤ　　　ヤ　　た。その窓を通して、主の命により、聖母の遺体がひつぎより盗られたと。それが
　　どこにあるかは誰も知らないのである。」32
§18　これまで述べて来たものの外、造格の用法としてしはしぱ言及されるものにr性質
と関係の造格j　TBOPHTeπLHH麸KaqeTBa　H　OTHO皿eH翼∬、あるいは単に「関係の造格」
と呼ぱれているものがある。これはむしろr限定の造格」Instrumentalis　limitationisと
でも言うべきものであるが、この種の用例を検討すれば、この用法の基底にも、rはたら
き」を指示するという機能が存しているという感じを受ける。たとえば、
34）a3』pa30yMoM　pacTJleHeHeH6Hx，H　cKoTeH　yMoM　H　Ilpopa3yMeBaHKeM・
　　（M・6κ．zp．1572）
　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　rわたくしは思慮において混乱しており、知恵と悟りにおいて家畜のようなものであ
　　りました。」
31fbfd．
32 αθ鴬u徊ε酬・一u6m・郷罵ecκ磁6雛吼ακcuc．，，PP。257－258．
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35）npHaMoc』　TもJloML　BHcoKL，蔓HcTL　6poBMa．　EKToP』　c班JleHも　KpL－
　　mCTH・O。（π0θ、・θ銑肌恥0％）
　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　rプリアモスは身体が（背が）高く、双の眼が涼しい。ヘクトルはカが強い。」
　したがってこれが「～において」、「～に関して」というような、限定の意義をもつとさ
れるのは、やはり文脈によるrはたらき」の一つの解釈であると言うことができる。
§19　以上の外、古代ロシア語では極めて稀であるが、いわゆるr随伴の造格」TBOPHTeπb－
HH樋conpoBo凪AeHHH，instrumentalis　comitativusと呼ばれるものがある。
36）Ao6e3bHHHToTも凪HByTLuoπecy，双ayHHxちecTLKHH3Lo6e3L－
　　HEcKH胚，Aa　xoπHTL　paTbK》cBoeK），Aa　KTo　Hxb3aHMaeTL7H　oHH　c51泓aJlyK》T
　　KRH3憩cBoeMy，H　oH』nocH∬aeTb　Ha　Toro　cBoK）paTb。（Xo㏄．44φ．∬勉瀦肌）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤrところでこれらの猿は森に棲み、彼等の中には猿の王がいる。彼は自分の手勢と共
　　ヤ　　に歩きまわっている。誰かが彼等を捕えると、彼等は己れの王に訴える。そこで王
　　はその者に対して己れの手勢を差向けるのである。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　037）曲｝KεM』CTHCA4B』●A6EεA恥丁忠AOM』’VερMε眺A明∈’BεAH陥IM4ωVH一
　　嵐’　　（1田ππ。516544（1036））
　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「ところでムスチスラフは身体が肥っていて、赤ら顔で、大きな眼をしていた。」
§20　造格の随伴の意義は広く印欧諸語にみとめられ、これが造格の原義であるとする観
方もある。たしかに随伴の意義から道具乃至手段の意義を派生することは論理的に充分可
能である。しかし一方随伴の意義から、たとえば行為者の意義、あるいは原因、様態の意
義を導くことはむずかしいと思われる。
　これに対してrはたらき」の意義は、既に述べたように、道具、手段の意義を派生する
ことができると考えられるから、問題となるのは、rはたらき」の意義とr随伴」の意義
との関係である。
　結論を言えば、r随伴」の意義からrはたらき」の意義を導くことはむつかしいが、逆は
可能である。たとえば例36）の場合、paTLBD　CBoemをr己れの手勢のカをもって」と解
することは可能であり、rはたらき」を示すものと考えることができる。事実HTTH　paTL忍D
は、年代記においてしばしば用いられ、r戦いに行く」ことを意味している。ヴァイアンが
随伴の造格を様態の造格から派生したものと考えているのも、このことと関連している。
　例37）はラヴレンチィ本ではqepMeR』πH耳eMLとなっており、その前にある八e6eπ』
TibπOMLと共に限定の造格であった疑いが濃厚である。またBeπHKHMa　oqHMaは先行
の造格のいわゆるattractionによる形かもしれず、また絶対与格という可能性もある。
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　その他の例も仔細に吟味してみれば、限定の造格の疑いのあるものが多く、かつ用例が
限られていることもあって、別個に随伴の造格というカテゴリーをたてる必要があるか否
かについては、更に検討の要がある。
　以上の考察から、本稿の冒頭に掲げた造格の機能に関する仮説は、概ね妥当であるとい
うことができよう。
III．叙述の造格
不完全他動詞
§21　古代ロシア語においては、いわゆる第二主格または第二対格をとる「不完全動詞」
の存在が知られていた。このう・ち第二対格をとるものには、準他動詞33に属するverba
nominandiの外、verba　faciendi，verba　capiendiなどの他動詞および状態動詞のverba
habendiがある。
　これらの動詞の意義構造は、それぞれ次のような形であらわすことができる34。
V（ケ・伽com。）＝［dS¢，（オSμ，（2，（Sμ→（～）・K】
V「（9加・伽com・）：［dSの，dS写，（2，（Sッ＝（～）・K1
　ここでS詔，SΨは発話の状況の変化の担い手である対象のと〃の状態をあらわし、
4S詔，d亀はその状態の、行為の認定に要する時間△むにおける変化をあらわしている。（2
はある概念または状態・（動→Q），（亀＝Q）は動が（2に変化することおよび9に等
しいことをあらわす。Kは行為の認定に要する附加的條件の集合であり、（動→（～）・K
は（Sg→Q）がκの元であることを示している。
§22　verba　fa£iendiの例はたとえば、
38）・H翻◇CTαB…品ρXε“C翻4N◇B◇yr◇ρOA◇yΦε◇kT閥CTα・（π・θa1π1几
　　15206．6808（1300））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「しかし、人々はノヴゴロドの大主教として、フェオクチストを任命した。」
　ここでの課「人々」、寧＝「フェオクチスト」、Q＝「大主教」である。この種の動詞にお
いては、少くとも対象gの状態を9にすること、換言すればッをQの外延に帰せしめ
ること、即ち（動→（2）が附加的條件の集合に含まれていると考えるのである。
　verbanominandiの例としては、
39）濫ρAX8HM』，剛Yゆ甲ε憾S［。r1』1。（朋∬五・256488（98・））
　　　　　　　　　　　「人々はそれらを神と呼び、それらをまつっていた。」
33準他動詞にっいては・拙稿r準他動詞について」『ロシヤ語ロシヤ文学研究』第8号（1976）。
34詳しくは、拙稿「古代ロシア語における第二対格について」『人文』第23集（1977），
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ここで詔篇r人々」、ッ＝rそれら」、Qユr神」である。
§23　verba　habendiは状態動詞であるから準他動詞に属すると考えられるが、これが不
完全動詞になるとすれば、その意義構造は次のようなものとなろう35。
　　　　VF（φ7・／5亡αオ・信ηcom・）　：［s記，59，（2，（sッニQ）・（（R（s¢（オo），sッ（オo））
　　　　　　　　　　　　　　　＝E（S¢（オ1），Sッ（オ1）））・κ1
　ここでS¢（哲o）は時点虚oにおけるSTの状態をあらわし・R（S¢（虚o），5禦（¢o））は時点オo
におけるSzと亀のあいだにある関係Rが成立っていることをあらわす。たとえば、
40）k＾α闘△εMC△T◇曲¶xor宝M』TA撃M宝丁”C◇曲ω丁辱α（”）HrOγM一糾＾・
　　（飾α皿．π，∬。2206690（1182））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「我等は汝に礼をなし、汝を我等が父とし僧院長とせむと（僧院長として持たむと）欲
　　する。」
ここで∬＝「我等」、す＝「汝」、（2＝「父」＝「僧院長」である。またあにおける¢と“
の状態の関係が、オ1における関係と同じであることを含んでいる。
§24　これらの動詞に伴われる第二対格は、やがて造格に置換されるが、その過程は名詞
の場合、18世紀迄に完了する。
4・）曲8CT睦吟開αρ陥ゆA』甲ερ』めC◇曲・（朋ππ・・7・6・6463（955））
　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「彼は彼女を己が娘と呼んで、彼女を放免した。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令42）Toro》KεA電丁α”◇CT“BH皿A　CεMをo閣α印”OM’h呂◇AOA”Mερ1◇．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伽α皿π。πユ076631（1123））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「同じ年、人々はセメオンをヴォロヂメリの主教に任じた。」
43）C＾監1田酬εC∈，㈱CεCTρ8”M凸丁“巫Oゆ・（佃ππ．37・6．6496（988））
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　r私が汝等二人が、娘の（嫁入り前の）をもっていると聞いている・」
§25　たとえぱ∬OH　Io　co6も撒eEy　r彼は彼女を自分に妻として癸った」というとき、
10「彼女・対格」は対象穿にあたり、具体的な対象をあらわしている。これに対し凪eHy
「妻・対格」は、具体的な対象を示しているのではなく、妻という概念をあらわしているに
過ぎないと考えられる。
35状態動詞の意義構造にっいては、拙稿「状態動詞について」『古代ロシア研究』第12号（1978），pp．57－62．
340　ことばの構造とことばの論理1論文篇
　このように普通名詞が具体的な対象を指示せず、単なる概念をあらわしているにもかか
わらず、具体的な対象を指示する第一対格と同じ形式をもっているとすれば、これはやが
て集団のもつ言語感覚に違和感を生ぜしめる原因となると想像される。第一対格のあらわ
すものと第二対格のあらわすものとが、その抽象度において異っているからである。
　第二対格が造格によって置換されたのは、このような違和感の然らしむところであった
と思われる。しかしこの場合、なぜこの違和感を除去するのに、造格が用いられたか、が
更に問題となろう。
　もし対象βを指示する名詞をもって概念9を表わすことに、最初の無理があったとす
れば、2によってgをあらわす工夫が必要となる筈である。造格がこのための手段であっ
たとすれば、この工夫が造格のもつ「はたらき」という機能と、どう関係しているのかが、
問題となって来る。
§26　多少思弁的にβとQとの関係を考えれば、βはQの一つの元であり、zをもって
Cが代表される、ということができる。
　この関係を仮にQ（β）とあらわすことにする。これは観方によれば一つの関数であ
り、働きであると考えることができる。集合｛β謳∈1V｝（Nは自然数）の各元から集合
（｛qゴ∈1V｝の各元への写像を考えればよいからである36。
　そうなれば、これは造格の定義と一致する。すなわち対象zを指示する名詞を造格にす
ることによってQ（z）が得られると解するのである。
　そうとすれば現代ロシァ語におけるこの種の動詞の意義構造は、次のように記述するこ
とができる。
V’ 加．乞ηco吼。）：14S¢，dS馴，（～（β），（S写→（～（β））・K］
＊γ（¢7・伽ωη｝、）：［‘JSの，S写，（2（β），（θ写＝（～（β））・κ1
　状態をあらわす他動詞であって、造格補語をとる例は、現代ロシア語においては認めら
れないようであるが、これについては更に検討の要がある。
不完全自動詞
§27　自動詞の場合も、他動詞および準他動詞の場合と同様に考えることができる。
　不完全自動詞は第二主格を伴うとき、次のような意義構造の記述をもっていた。
1／’髭7．伽oom．）：［4Sの，丑（S湿→P）・κ］
これに前節の結果を適用し、PをP（穿）によって置き換えれば、次のようになる。
36拙稿Remarks　on　the　Meaning　of　Russian　Verbs，JapanesθSlavfc　and　Ea5むEロropθan　S加dfes，
voL1，1980，p．9，なおノヴォトニーは二の写像をcanonical　mappingと呼んでいる。c五M．Novotn夕，
Some　Algebraic　Concepts　of　Mat血ematical　Linguistics，Prague　Sむロdfes　fn　Ma曲θmaむfcal　L加guf8孟fc5，
No．1，Prague1966，p。130．
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　Vる（乞加．¢ηcomレ．）＝［dSの，P（9），（Sの＝・P（9））・K】
ここでUは造格補語を伴う動詞を意味している。
この種の動詞の典型的なものは、verba飴ndiである。たとえば、
44）HC㌔r腿α◇T“CMρ6CT◇A4”C凸M珂εCαρεM㌔CT凸・
　　JL6606。6712（1204））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ「彼は父を玉座から追い落し、みずから皇帝となった。」
（耳oθa　1π
　状態自動詞は現代ロシア語においても、しばしば造格補語を伴う。従ってこの種の状態
動詞の意義は、次のような構造記述をもつと考えられる。
　　▽1（乞加。5孟α虚．伽c㎝．）こ［S¢，P（野），（Sの（オo）＝　S¢（孟1））・（S¢　ニ　P（ダ））・K］　ニ
　　［S詔，P（野），（S＄（オo）＝S¢（オ1）＝P（〃））・K｝
45）H翻ρ◇”◇＾K酬ε”αrρ嘔k””H曲・旺△田εE脳v嘲凹叩ε沁．（伽　
　　ノ五π．306485（977））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ「ヤロポルクの妻はギリシア人であり、以前には尼僧であった。」
　第二主格、第二対格の場合には、両者の格を区別する為に記号Pおよび9を用いた
が、名詞と概念との関係という観点からすれば、両者を特に区別せねばならぬ理由はない。
これをF（の，F（“）のようにあらわすとすれば、名詞の造格を補語とする不完全動詞の意
義は、次のように統一的に記述することができる。
Vを（加，¢ηoo7γL）：【4S記，4S宮，F（z），（S写→F（2r））・K］
巧（⑳．伽ωm。）：［dSコ3，S霧，F（之），（Sg＝F（z））・κ】
巧（動r．伽coηL）：［dS¢，F（〃），（5¢→F（〃））・K】
Vi（動r．5オα孟。伽coη葛．）二［S¢，F（ツ），（Sm（εo）＝Sの（有）＝F（穿））・K］
連　辞
§28　多くの語において連辞copulaは存在動詞から転用される。存在をあらわす動詞の
意義は、一般に次のようなものと考えられる。
　　VF（esse）：［S3，L，（S3・⊆L）・（S¢（孟o）＝S。P（虚1））・κ1
　ここでLは一定の場所を、またST⊆Lは対象∬の状態がLに含まれていることを、
すなわち対象∬があるLの一部としてこれに所属していること、をそれぞれ表わしてい
る。もしLが普遍的な世界の全体Uに等しい場合は、Lの表示は必要でない37。
　もしこれが連辞に転化したとすれば、これはκ＝φとして（日本語ではrいる」とrあ
る」の区別にみられるようにκは空ではない）、Lがある概念Pによって置換されたも
のとみられる。すなわち、
37詳しくは拙稿r存在文と否定存在文について」『言語研究』第75号S54（1979），pp・1－30・
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y（cOP．）：［5¢，君（3詔⊆P）・（S¢（オo）ニST（オ1））］
これに前々節の結果を適用すれば、次のようになる。
V量（cOP・）：IS¢，F（〃），（5T⊆F（〃））・（Sの（オo）ニSの（オ1））・κ］
§29　古代ロシア語においては、連辞が造格を補語とする場合は稀であった。しかし造格
補語が使用される場合の連辞6HTLの時称は、現代語におけると同じく、現在以外であ
る。特に過去完了の場合に比較的多いのが、注目される。
46）∬oHe氷e6Hπa6もM哉TH　ero　qepEH皿e｝o。　（∬肱．πIX－486488（980））
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「なぜなら彼の母が、かつて尼僧だったからである。」
47）曲E。8瓢ρ㈱＾k酬∈勲rρ闘K闘曲，E關欄Aanρ∈濫Aεvερ欄r㈹．
　　（110θa1πM．肱五．426485（977））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rヤロポルクにはギリシア人の妻がいたが、彼女は以前には尼僧であった。」
その他の時称の例としては、たとえば、
48）邸N偲＄A∈T“◇9L奮“T㌔pr“◇BrOρ◇△◇M㌔，N“N◇Br◇倉◇舳丁㌔畔』一
　　K◇M’』．　（Eoθ名1π几836724（1216））
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「ノヴィ・トルグがノヴゴロドにならず、またノヴゴロドがトルジョク（ノヴィ・トル
　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　グ）にならぬように。」
49）Hろ△C＾ムB』c石C＾一隊εB◇＾◇A一《A－Tρ。瓢cB◇陰r◇c＄AH－
　　C＾4B4闘C四◇ρ8E4…H皿Yερ明εM』。（佃ππ。556567（1059））
　　「イジャスラフとフセヴォロドは、己が伯父スヂスラフを牢から出し…そして彼は僧
　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　となった。」
　以上から古代語における造格補語の使用は、未だ崩芽的であるとは言え、既に現代語の
使用の傾向と軌を一にしていることが知られる。
§30　現代ロシア語においても連辞6HTbの造格補語の使用は、現在時称の場合には制限
されており、比較的自由なのは、現在以外の諸時称においてである。
　過去形の場合、造格補語は、1）「過去において恒常的に存在する徴條」、2）「過去の職
業、仕事の種類、人物の状態」、をそれぞれあらわすとされている。たとえば、
50）刀loM，MHMo　KoToporo6e撒aπa　AEo可Ka，6HπropoπcKoH皿Koπo逝．
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　rアーノチカが走り過ぎた家は町の学校だった。」
（ΦeA．）
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51）BoHpe　B　oTeuecTBe　cBoeM6HπHapH瓢axepoM，HoToM　B　npycH玖ΩΩ型，
　　（Hy皿く。）
　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　「ボプレは国では理髪師だったが、その後プロシアで兵隊になった。」
52）BHπ∬B　To　BpeMH　cTyAeHToM　B　HPoB胚H耳Ha涯bHoM　yHHBePcKTeTe．　（JIg
　ToπCT．）
　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ「私は当時田舎の大学の学生でした。」
§31　これに対して主格補語が用いられているのは・1）r過去において恒常的に存在する
徴條の一般的意義」をあらわす場合、2）肥汀OBeK、凪e互皿HHaのような一般的な意味を持
っ語で、叙述の重点がこれに附加された修飾語にある場合、などである。この外19世紀
には「過去における一時的な徴條」をあらわす場合にも、主格が用いられたという。
53）repMaHI｛6Hπ塑06pyceB皿ero　HeM双a．　（Hy皿K）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤrゲルマンは、ロシアに帰化したドイツ人の息子だった。」
54）OE翫6b・πa一八06pe遜m㎝．．　（TypL）
　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ「彼女はとても善良な女性だった。」
55）　CJle3H　ero6HJIH　caMoπK》6HBHe　cπe3H。　　（Typr．）
　　　　　　　　　　　ヤ「彼の涙は自尊心ゆえの涙だった。」
56）KoHe可Ho，MH6HπH　HpHHTe，πH，Hy　Aa　qTo　HpH∬TeπH　B　HHHe皿HeM　BeKe。
　　（，πePM、）
　　　　　　　　ヤ　　ヤrもちろん我々は友人だった。しかし今時の友人などというものは！」
§32　以上の説明によれば、「過去において恒常的に存在する徴條」をあらわす場合が、主
格補語と造格補語とに共通している。また主格補語について述べられている「徴條の一般
的意義jという語の意味も、甚だ暖昧である。
　例文を観察すれば、主語と補語の問に過去に存在していた関係が、その後変化する可能
性をもたない場合、主格補語が用いられると言うことができる。たとえば例53）のゲルマ
ンがロシアに帰化したドイツ人の息子であるという関係は、それ自身過去のものであるが、
時の経過に従って変化することはない。
　19世紀に主格補語に立ち、一時的な性質や状態を指すとされているものにっいても、同
様である。たとえば、
57）OH　MHe　cTpa皿Ho　o6paAoB闘c∬H　cTaπpaccllpa皿nBaTL　o6y凪acHHx∬po翼c－
　meCTB雌X，KOHMH6砥一，（nly皿K）
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　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　r彼はすごく喜んで私を迎え、私が目撃者となった恐ろしい事件について訊ねはじ
　めた。」
　この場合にも「私」が「事件の目撃者」であったという事実関係は・変るような性質の
ものではない。
§33　未来形の場合には造格を用いるのが通則である。たとえば、
58）　Cynpy撒ecTBo　HaM6yπeT　MyKo逝．JE【，cKoπbKo　HHπK）6n」16H　Bac，npHBhIK－
　　HyBpaM沁働mToTvac＿（ny皿K．）
　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「我々にとって夫婦生活は苦しみになるでしょう。私がどれほど貴女を愛していたに
　　しても、慣れるとすぐに愛は醒めるものです。」
　これに対し主格補語が用いられることは19世紀においても極めて稀であった。管見の
限りでは，主格補語が用いられるのは、具体的な対象が未来においてある関係をもつこと
を、言主が確信している場合に限られる。
59）“Hlepa3yMHa呪roπoBa，一roBopH」1eMy　Tapac－Tep∬HフKa3aK，一aTa・MaH
　　6yπe皿b”（roL）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤ「ばかな奴だ一とタラスは彼に言った一我慢しろ、そうしたら首領になれるぞ。」
60）O　MnJIH逝Mo量，／Tu6yAe皿b耳apb3eMπH　po双Ho藪！　（HymK・）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マヤ　　「おお、愛する人よ。あなたは故国の王となるでしょう。」
　命令法、接続法に主格補語が用いられるのは極めて稀であって、殆んどの場合造格に
立つ。
§34　未来・命令法、接続法の諸形に専ら造格補語が用いられるとすれば、これらの時称
又は法の有する機能が、造格補語の使用を容易ならしめていると考えなくてはならない。
その理由は恐らくは、6HTbがこれらの諸形に立つ時、verba艶ndiに近い意義を獲得す
るという点に求めるべきであろう。6HTbの語根＊bhewe・も、かつては「～になる」とい
う意味をもっていた。
　このようにverba　Hepdiに近い連辞の意義をγ乞’（coρ。）とすれば
　　Vl’（c（～P．）：【dθ¢，F（穿），（S¢→F（穿））］
過去形で造格補語をとるものの意義を語彙化してy乞”（oop，）とすれば、その構造記述は次
のようなものとなる。
　　Vi”（cOP，）：［4Sの，F（紗），（Sの（オo）＝F（〃）≠Sの（オ1））1
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　ここで≠S田（孟1）は、明示的でなく、単に合意されるにとどまっているから、これを除
いてWと巧”との構造記述に平行性をもたせれば、次のようになる。
　　Vl’（cOP。）：［4Sの，F（Ψ），（ST（む1）ニF（穿））】
　　Vl”（cOP．）：［（オS¢，F（穿），（S¢（孟o）＝F（穿））1
　法及び特に時称の影響の及び方が、かくして明瞭になる。両者を一つにまとめれば、
　　U（ωP．）：［dSの，F（穿），（（Sの（オo）瓢F（Ψ））V（Sの（オ1）ニF（彩））］
　これに対し主格補語をとる場合（陽）は、κ＝φとして・次のようになる。
　　V乳（cOP．）：［S露，P㌧（Sz⊆P）・（S田（オo）＝S詔（捗1））1
　これはまた次のようにも書ける。
　　▽亮（ωP，）：［Sの，P，（（S偲（オo）＝P）〈（S偲（オ1）ニP））1
§35　以上述べたことから、現在形の場合に造格補語が使用しにくいことは、明らかであ
る。現在の場合，認識に際して対象と対象の有する機能とを分離することが，一般にはむず
かしいからである。現在形に使用される造格補語が、r活動の種類、職業、任務、状態」な
どを、明確な形であらわす場合に原則として限られているのも、この為である。
61）A　TeTy皿Ka？　Bce双e6y皿Ko凱MMEepBo近？BceΦpe量皿Ho最EKaTepHHH
　　■ePBO録？　　（rPH6．）
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「ところで伯母さんは。相変らず嫁にも行かず、おぼこなのかい。相も変らずエカテ
　　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　リーナー世の女官なのかい。j
　この種の用法においては、対象と対象の有する機能との分離を容易ならしめる為に、時
問あるいは空閻の限定を伴う場合が多い。
62）H　cTapocToK》型EaA　BoA∬HHM　HapoAoM・　（KpHπ・）
　　　　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　ヤ　　「私はここでは、水中に棲むうからの長老である。」
63）y　MeH∬MaTL旦』唖yqHTeJlbHH狂e逝・　（roP・）
　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　　ヤ　　「私の母はここで教師をしています。」
64）Be乃oH　TeHepb　y　Hee　Be・πHKHM　BH3npeM・　（Typ・）
　　　　　　　ヤ　　　ヤ　　「だって彼はいま、彼女にとって宰相なんだから。」
65）」肛cHoBa　HocyAHHKoM　Ha　napoxoAe《IlepML》・　　（roP。）
　　　　　ヤ　　　ヤ　　「私は再び汽船ペルミ号の皿洗いをしています。」
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§36　この外主語と同じ語の造格が補語となって、強調をあらわすことがある。
66〉五eπo腿，踊恥60B団・060B珊．（Ka3翫K．）
　　　　　　ヤ　　ヤ　　　　　　　　　　　　ヤ　　　「仕事は仕事、恋は恋さ。」
　これも形式的には「仕事は仕事の集合（又は概念）に属する」等として解釈できる。
　またB雌a，Hopy総，∬PHqnHaは現在時であっても、補語として立つとき造格になる
といわれる。実例についてみれぼ、これは一般に人を主語とし、人の属性を指示するもの
であるから、単純にSの⊆P又は3¢ニPと置く訳にはいかない。造格が使用される所以
である。
67）Ax！　∂ToT　qe，πoBeK　BcerAa∬p四HHo最MHe　y凪acHoro　paccTpoHcTBa！
　　（rPH6，）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　ヤrああ、この人間はいつも私にとって、恐ろしい混乱の原因である。」
　以上から明らかなように、連辞としての6HTLは監（cρp。）と隣（ωp．）の二つの意義構
造を併せ有しており、統辞論のレヴェルにおける條件に応じて、何れか発現しやすい方の
構造をとると考えられる。
おわりに
　この論文は1979年6月に脱稿したものである。時を得ないままに筐底に蔵していたが、
ここで得た結論は、一部Remaエks　on　the　Meaning　ofRussian　Verbs。に用いている。
